
令和 7 年度 新潟大学公開講座 

【お問い合わせ】 

新潟大学 研究企画推進部 社会連携課  〒950-2181 新潟市西区五十嵐2の町8050番地  

✉ koukai@adm.niigata-u.ac.jp  ☎025-262-7633  FAX 025-262-7513 

新潟大学公開講座ホームページ https://www.niigata-u.ac.jp/contribution/learning/open-learning/ 

WEBから

お申し込み

できます 

前期 
 

5． 新潟のコメづくりを考える 

～新大コシヒカリの取組～ 

【対面・オンライン講座】 

開
講
日
程 

対 面 7 月 12 日（土） 

時 間 13:00 ～ 16:00 

対面会場 新潟大学駅南キャンパス ときめいと 講義室 A    新潟市中央区笹口 1 丁目 1 番地 プラーカ１ 2 階 

YouTube 配信 7 月 18 日（金） ～ 8 月 18 日（月）  ※YouTube 配信開始日は変更される場合があります。 

受 講 料 1,100 円 ※ 学生（大学生以下）は無料です 

募集人数 30 人   先着順 申込締切  7 月 9 日（水） 

講座の概要 

 新潟県は、日本一の長さを誇る信濃川が流れる豊かな自然に恵まれた我が国有数の穀倉地帯であり、日本海に面し

た冬の豪雪地帯としても知られています。また、新潟県のコメの生産量は日本1位を誇り、コメどころとしての確固たる

地位を築いています。 

 しかし、昨今の地球温暖化・気候変動は、夏の猛暑のみならず、干ばつ、塩害、そして豪雨、洪水を起こし、新潟のコメ

づくりにも大きな影響を及ぼしています。このような気候変動下におけるコメ生産向上のための対策は喫緊の課題で

す。 

 新潟大学では、イネの学術研究を発展させ、「暑さに強いコシヒカリ」を開発し、品種登録、そして商標登録を行いまし

た。本講座では、『新大コシヒカリ（品種名：コシヒカリ新潟大学 NU1号）』の栽培・収穫・保管・販売の取り組みを通じて、

高品質・良食味とともに環境に優しいコメづくりの必要性を生産者と消費者の双方に理解していただけるよう解説しま

す。 

 

 日 程 講義題目 講義内容 講  師 

第
１
回 

対面 

7 月 12 日（土） 

YouTube 配信 

7 月 18 日（金）～ 

新潟のコメづくり

を考える① 

『新大コシヒカリ』の開発と環境に優しい

コメづくりの試みについて解説します。 

社会連携推進機構 

特任教授 三ツ井 敏明 

新潟のコメづくり

を考える② 

『新大コシヒカリ』のマーケティングと 

ブランディングについて解説します。 

社会連携推進機構 

准教授 勝見 一生 

講師の所属および職名は令和７年４月１日現在のものです 

 

■ YouTube 配信期間中は、メール等でも質問を受付けます。 

■ 対面会場では、職員が受講風景の写真撮影を行う予定です。 
撮影した写真は、新潟大学公開講座の広報（募集案内、HP 等）および学内での実施記録用にのみ使用します。 

使用する写真は、横や後向き、顔が小さく写っているもの等とし、明らかに個人が判別できるものは使用しません。 

写真の撮影、使用について同意いただけない場合は、下記【お問い合わせ】までご連絡ください。 

※ 発熱や倦怠感、咳などの症状がある場合は、対面の出席をご遠慮願います 

WEB 申込フォームからお申込みいただくと、受講申込受付メール（自動送信）が届きます。 
受付メールが届かない場合、メールアドレスの誤入力や送信トラブルが考えられますので、下記【お問い合わせ】まで連絡をお願いします。

令和 7 年度 新潟大学公開講座 

【お問い合わせ】 

新潟大学 研究企画推進部 社会連携課  〒950-2181 新潟市西区五十嵐2の町8050番地  

✉ koukai@adm.niigata-u.ac.jp  ☎025-262-7633  FAX 025-262-7513 
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WEBから

お申し込み

できます 

前期 
 

6． 高校生対象公開臨海実習 
【対面講座】 

開
講
日
程 

対 面 8 月 1 日（金）から 8 月 4 日（月）まで ３泊４日  

時 間 別途ご案内 

対面会場 新潟大学佐渡自然共生科学センター 臨海実験所（佐渡市） 

YouTube 配信   ─    

受 講 料 無料 ※食費・リネン代等の実費 8,200 円程度必要 

募集人数 25 人   応募者多数の場合は抽選 申込締切  6 月 25 日（水） 

講座の概要 

海洋には20万種を超えるさまざまな生物が生息しており、生物の系統進化は海洋生物の歴史でもあります。高校で
学ぶ生物学を発展させて、生物の進化と多様性の理解を深める上で、フィールドに出て海洋生物を実際に手に取って
観察、実験することは重要です。佐渡島は、多様な海岸環境を有しており、海洋生物の多様性を理解する上で最適な
フィールド教育の場です。本講義では、佐渡島にある臨海実験所の教育リソースを利用し、３泊４日の臨海実習を通し
て、生物の進化と多様性を学びます。 

 日 程 講義題目 講義内容 講  師 

１
日
目 

対面 

8 月 1 日（金） 

ガイダンス、 
日本海の特徴と生物
の多様性 

実習のガイダンス及び佐渡島を中心と
する日本海の特徴とそこに生息する  
生物の多様性について講義します。 

佐渡自然共生科学センター 

臨海実験所 

教授 安東 宏徳 

助教 大森 紹仁 

特任助教 川坂 健人 

2
日
目 

対面 

8 月 2 日（土） 磯生物の採集と観察 
シュノーケリングによる磯採集、岸壁で
の灯火採集を行い、磯生物を採集し観
察します。 

３
日
目 

対面 

8 月 3 日（日） 

プランクトンの採集と
観察、ウニの受精と  
初期発生の観察 

プランクトンの採集と観察を行います。
また、ウニの人工受精と初期発生の観察
を行います。 

4
日
目 

対面 

8 月 4 日（月） 
実習のまとめと総括 

採集・観察した生物の構造や生態につい
てまとめます。 

講師の所属および職名は令和７年４月１日現在のものです 

■ 対面会場では、職員が受講風景の写真撮影を行う予定です。 
撮影した写真は、新潟大学公開講座の広報（募集案内、HP 等）および学内での実施記録用にのみ使用します。 
使用する写真は、横や後向き、顔が小さく写っているもの等とし、明らかに個人が判別できるものは使用しません。 
写真の撮影、使用について同意いただけない場合は、下記【お問い合わせ】までご連絡ください。 

※ 発熱や倦怠感、咳などの症状がある場合は、対面の出席をご遠慮願います 

WEB 申込フォームからお申込みいただくと、受講申込受付メール（自動送信）が届きます。 
受付メールが届かない場合、メールアドレスの誤入力や送信トラブルが考えられますので、下記【お問い合わせ】まで連絡をお願いします。 

【注意事項】 

・受講の可否は、６月下旬にメールでお知らせします。 

受講が決定した方に、スケジュールや持ち物などの詳細をお知らせします。 

・万が一の事故に備えて、本学で傷害保険に加入します。 

受講が決定した方には、保険加入に必要な情報（性別・生年月日など）をお知らせいただきます。 

期限までに回答がない場合は、参加を辞退したものとみなします。 

・出発地から両津港までの交通費等は自己負担となります。 

両津港フェリーターミナルから臨海実験所までは、チャーターバスで移動します。 

・部活動などで参加する場合も、web 申込フォームから 1 人ずつお申し込みください。 

引率の方も web 申込フォームからお申し込みのうえ、備考欄に「学校名（引率）」とご記入ください。 

●実習内容についてのお問合せ 

新潟大学佐渡自然共生科学センター 臨海実験所 http://www.sc.niigata-u.ac.jp/sc/sadomarine/ 

電話 0259-75-2012 月曜～金曜（祝日を除く）9:00～17:00 
E-mail hando311@cc.niigata-u.ac.jp   
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